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事業内容

１　出資等の状況（H26.4.1現在） （単位：千円,位）

269,000

出資（出捐）額
出資（出捐）

割合
出資（出捐）

順位
備考

92,000 34.2% 1

40,800 15.2% 2

38,400 14.3% 3

15,000 5.6% 4

10,000 3.7% 5

8,000 3.0% 6

5,000 1.9% 7

4,400 1.6% 8

4,400 1.6% 8

51,000 19.0%

２　社員（会員）の状況(社団法人のみ）（H26.4.1現在）

社員数
県
市町村

国又は政府系機関
民間法人
その他

団体名 いすみ鉄道株式会社 県所管課 交通計画課

千葉県

資本金（又は出捐金）

代表取締役社長　鳥塚　亮

０４７０－８２－２１６１

昭和62年7月7日

http://www.isumirail.co.jp

夷隅郡大多喜町大多喜264番地

１　鉄道事業法に基づく第1種鉄道事業及び第2種鉄道
事業
２　鉄道及び自動車運送事業者からの乗車券類の販
売及び出改札業務の受託
３　旅行業法に基づく旅行業
４　飲食料品、日用雑貨の販売及び土産品店の経営
５　広告業

大多喜町

出資（出捐）者

いすみ市

いすみ農業協同組合

大多喜城ゴルフ倶楽部

小湊鉄道㈱

㈱千葉銀行

公社等外郭団体に関する情報公開

㈱京葉銀行他30者、自社

社員総数

区　　　　　　分

内
訳

地方公共
団体

御宿町

０４３－２２３－２２７９

勝浦市

主な者



３　財務状況　

(１)貸借対照表から
（単位：千円）

項　　　目 ２３年度 ２４年度 ２５年度

総資産 412,270 306,375 295,940

負　債 270,029 147,877 164,096

(うち有利子負債） 0 0 0

純資産 142,241 158,498 131,844

累 積 損 益（利益剰余金） △ 126,759 △ 110,502 △ 137,155

（２）損益計算書 （単位：千円）

項　　　目 ２３年度 ２４年度 ２５年度

総 収 入　　（＝売上高＋営業外収益＋特別利益） 617,756 467,152 482,475

経 常 損 益 △ 150,145 △ 126,377 △ 149,257

当 期 損 益 27,363 16,256 △ 26,653

減価償却前当期損益　　　　 46,454 30,161 △ 16,556

４　年度末借入金残高等の状況 （単位：千円）

　　　項　　　目 ２３年度 ２４年度 ２５年度

借 入 金 残 高　　　　　     0 0 0

うち県からの借入金残高 0 0 0

うち県以外からの借入金残高 0 0 0

0 0 0

〈貸借対照表〉　純資産⇒正味財産合計

　　　　　　　　　　利益剰余金⇒一般正味財産

〈損益計算書〉　損益計算書⇒正味財産増減計算書

　　　　　　　　　　総収入（＝売上高＋営業外収益＋特別利益）⇒総収入（＝経常収益＋経常外収益

　　　　　　　　　　＋当期指定正味財産増加額）

　　　経常損益⇒当期経常増減額

　　　当期損益⇒当期一般正味財産増減額

うち県の債務保証又は損失補
償の対象となる借入金残高

※一般社団・財団法人及び公益社団・財団法人（特例法人（従来の公益法人）含む。）については、
次のとおり公益法人会計基準に読み替える。

※累積損益（利益剰余金）については、基本金又は基本財産に相当するものを除いたものとなる。



５　県の財政支出の状況

（１）委託料・補助金等 （単位：千円）

項　　目 目的、内容、算出根拠等 ２３年度 ２４年度 ２５年度

委託料   　　 0 0 0

補助金･交付金・
負担金

・いすみ鉄道に対して、路
線の維持を図るため、鉄
道基盤を道路等と同じ社
会資本として捉え、線路保
存費等の費用を県・関係
市町で協調して補助して
いる。

74,374 58,535 53,249

補助金･交付金・
負担金

・いすみ鉄道が実施する、
安全性向上に資する設備
整備に対し、国・県・関係
市町で協調して補助して
いる。

44,791 24,729 24,656

合　　　計 119,165 83,264 77,905

（２）その他 （単位：千円）

項　　目 目的、内容、算出根拠等 ２３年度 ２４年度 ２５年度

利子補給 0 0 0

税の減免額 0 0 0税の減免額 0 0 0

出資金 0 0 0

貸付金 0 0 0

上記以外のもの 0 0 0

合　　　計 0 0 0

（３）委託料のうち再委託に関するもの （単位：千円）

項　　目 目的、内容、算出根拠等 ２３年度 ２４年度 ２５年度

委託料のうち再委
託したもの

0 0 0

再委託のうち入札
によるもの

0 0 0

再委託のうち随意
契約によるもの

0 0 0



６　役職員の状況（各年度７月１日現在）

（１）役職員数 （単位：人）

２４年度 ２５年度 ２６年度

常勤役員数   1 1 1

うち県退職者 0 0 0

うち県派遣職員 0 0 0

常勤職員数  15 12 10

うち県退職者 0 0 0

うち県派遣職員 0 0 0

（２）役職員の平均年収等の状況

２４年度 ２５年度 ２６年度

役員数（県派遣又は県ＯＢ） 　　　1人（0人） 　　　　1人（0人） 　　　　1人（0人）

役員平均年齢 ＊歳 ＊歳 ＊歳

平均年収(千円） ＊千円 ＊千円 ＊千円

職員数（県派遣又は県ＯＢ） 　　15人（0人） 　　　　12人（0人） 　　　10.1人（0人）

職員平均年齢  57.7歳   　　　　　57.3歳   　　　　　57.2歳

平均年収(千円）       3,694千円          3,705千円          3,496千円

　①　対象は常勤の役職員です。（嘱託職員、日々雇用職員は除く。)
　②　役職員数は実人員を記入してください。
　③　平均年収は、役員報酬や給料等総人件費を実人員で除して算出すること。

※実人員の考え方
　・4月に役員が4人いて、年度途中で2人交替し、年度末に4人であった場合の実人員は4人

項　　　目

項　　　目

　・4月に役員が4人いて、年度途中で2人交替し、年度末に4人であった場合の実人員は4人
　・4月に役員が5人いて、10月から1人減り、年度末に4人であった場合の実人員は4.5人
※平成２６年度の平均年収については推計となる。

７　改革方針の取組状況

改革方針（区分）

改革方針（概要）

取組状況

その他（特記事項
等）

＊平成24年3月に千葉県行政改革推進本部で決定した改革方針とその取組状況を記載してください。

経営改善

・「いすみ鉄道再生委員会（会社、県、関係市町）」による検証の結果、会社、地域住
民、自治体が一体となった活性化策への取組みを継続していくとともに、鉄道を存
続していくためには、県、関係市町が線路・橋梁等の維持管理費用や車両更新等の
設備投資に対し、応分の負担をしていく。

・再生委員会の後継組織である「いすみ鉄道活性化委員会」では、沿線のまちおこ
しや活性化を行うとともに、会社の収支が長期収支見込みどおり推移するかどうか
進捗管理を行う。その中で、営業継続が困難な状況になった場合には、代替交通手
段の導入等、生活交通の確保方策の検討を行う。

・引き続き関係市町と協調し上下分離の下部を支援する基盤維持費補助を実施し
ている。また、平成２３年度からは、新型車両や枕木等の更新など、安全性向上に
資する設備整備に対し、国及び関係市町と協調して補助を行っている。

・「いすみ鉄道活性化委員会」において、長期収支見込みの進捗管理のほか、企画
列車の運行やオリジナルグッズの販売、夷隅郡市内の観光資源を活用した観光客
の誘致など、会社及び各自治体の特色を生かして、沿線地域のまちおこしや鉄道再
生のための活性化策に関係者が一体となって取り組んでいる。


